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黒松内低地帯の後期更新世段丘に関する年代資料1)

奥村　晃史z)・八木　浩司3).寒川　旭4)

Ages of Late Pleistocene Terrace Deposits in the

Kuromatsunai Lowlandl

Koji Okumura2), Hiroshi Yagi3) and Akira SangawA4'

I.は　じ　め　に

黒松内低地帯(長尾・佐々, 1933)は,渡島半島の基
すつつ　　おしやまんペ

部を寿都から長万部にかけて,ほぼ南北に横断する,概

ね海抜100m以下の低地である.低地帯とその縁辺に

紘,新第三紀以降の地層群と更新世から完新世にかけて

の一連の段丘が発達している.

活断層研究会(1980)は,地形面の変形を示標として

黒松内低地帯を顕著な活構造帯と規定し,その詳細は今

泉・渡島半島活断層研究グループ(1982)によって報告

された.また,奥村(1983)は,低地帯全域の段丘対比

をもとに本地域の活構造について報告を行っている・

しかし,従来本地域においては,段丘の編年に有効な

資料が乏しく,火山砕屑物についても層序と年代との関

係が必ずしも明らかにされたとはいえない状態にあっ

忠.そこで,本稿では,新たに黒松内低地帯から得られ

た3点の14C年代測定値をもとに,低位の河成段丘の形
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成時期を検討し,さらに火山砕唐物の層序と堆積時期に

ついて,筆者らの新しい知見を加えて報告を行う.

n. 14c年代測定値(図1,2　表1)

試料1 :試料採取地点は,やや開析された扇状地の末

端付近,海抜約15mの地点で,沖積低地との間には比

高約10mの海食崖が存在する.試料の木片は,淘汰の

悪い亜円磯からなる疎層上に堆積した,層厚0・5ないし

1.5mの砂・シルト層の最下部から採取された・羊の

砂・シルト層を不整合に覆って, 1ないし1.2mの層

厚をもつ砂磯層が地表まで堆積している・この扇状地面

は夙成ローム層をのせておらず,堆積物中にも火山砕屑

物はみとめられない・

下位の磯層は,試料1の年代測定低約2・6万年B.P.

より少し早い時期に堆積して扇状地を形成し,その後,

砂・シルト層と上位の磯層によって埋積されたと考えら

れる.現在の扇状地面を構成する上位の磯層の堆積時期

表1サC年代測定値と試料に関するデータ(半減期はいずれも5570年を採用)

測定値　y.B.P.
測定番号 測　定者 採取　者 採取　日 採取地点と地名

26, 080当;昌冒8
TH-848

八木浩司 奥村晃史
八木浩司

1982年
9月6日

N42-45r59r'
E 140-1871811

北海道寿都郡
黒松内町北作開

29, 380土1, 680
Gak- 10522 木越邦彦

垣見俊弘
寒川　旭
奥村晃史

1982年
6月20日

N42-40100I ∫
E 140-22'50'

北海道寿都郡
黒松内町白井川

>37, 000
TH-849 八木浩司

奥村晃史
八木浩司

1982年
9月6日

N42-41 '54"
E 140-16J421J

北海道寿都郡
黒松内町中ノ州
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図1 "C年代測定試料採取地点(1-3)と火山灰柱状図露頭位置(A;図3).数字は試料番号に一
致する.

国土地理院発行の2万5千分の1地形図, 「歌棄」, 「熟郭」, 「自井川」, 「静狩」, 「黒松内」
を使用.

S:寿都, K:黒松内, 0:長万部

は'完新世に海食をうけていること,および開折の程度

からみて,約2.6万年B. P.以後の更新世最末期と考

えられる.
FE3町

試料2 :熱部期中流には,後述する熟郭火砕流堆積物

が火砕流台地を形成している。台地を開析して流れる熟

郵川に沿って,現河床との比高3ないし5mの幅の狭

い河成段丘が一段分布し,試料はこの河成段丘の露頭か

ら得られた・この露頭では,下位から,基底の確認され

ない砂質の段丘堆積物,試料の木片が得られた泥炭層を

最下部に挟在する層厚1mの腐植質砂・シル下層,

層厚1.5mの軽石質砂層が順次堆積している.

最上部の軽石質砂層ほ,非常に軽石に富んでいるが,

砂が含まれること,成層していることから,台地を構成

する火砕流堆積物の二次堆積物と考えられる。この段丘
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loci loc.2　loc.3

図2　サC年代測定試料採坂地点柱状図

上には,一部で完新任火山灰が認められる以外,一次堆

積の風成火山灰層や火山砕屑物は認妙られない・

試料の採取層準からみて,この段丘の形成期は試料2

の年代測定値,約3万年B.P.より少し早い時期と考え

られる.また,この段丘が火砕流台地を開析する谷底に

存在すること,風成火山灰層に覆われないことから,こ

れらの火山砕屑物の堆積時期は約3万年B. P.より以前

と考えられる.

試料3 :採取地点は,中ノ川現河床から約13mの此

高をもつ河成段丘の露頭で試料の木片は,段丘堆蹟物の

砂磯層上部にレソズ状に挟まれる腐植質シルト層から得

られた.砂磯層の上位には, 1.5mのシルト層と1m

弱の風成火山灰層が堆積している.

試料3の年代測定値は3・7万年B. P.以前を示す・

試料の採取層準が段丘堆積物の上部であることからみ

て,段丘の形成期が,スケールアウトしたこの年代値よ

り著しく新しいことはないと考えられる.

これら3点の14C年代測定値から,以下の結論が導か

れる. 1)風成火山灰層の堆積時期は,約3万年B.P.

以前である.風成火山灰層に被覆される段丘堆積物の上

Ioc.A
humicsoil

upper ash (Taisei tephra)

-N.Us-c pumice fall deposit
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-reworked

Neppu pyrodastic flow dep.

図3　地点Aにおける火山砕屑物柱状図
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部から得られた試料3の年代測定値が3・7万年B. P.

以前を示すことは,これと矛盾しない・ 2)黒松内低地

帯において,更新世火山灰層に被覆されない低位の河成

段丘は概ね二面に区分することができる(奥村, 1983).

これらの形成時期は, 3万年B.P.前後と2・6万年

B. P.以降の更新世最末期との2つの時期に区分される

可能性がある.

Ⅲ.火山砕屑物の層序と堆積時期

黒松内低地帯に分布する火山砕屑物のうち,段丘形成

期に関連するものはIoc. Aの柱状図(図3)に要約さ

れる.このうち,特に熟部火砕流堆積物の層位が従来明

らかでなかった.

熟部火砕流堆積物(仮称;以下Np瓜と略す)は,湊・

長谷川(1959)によって「熟部熔結凝灰岩」と命名され

たものと同一のものである.しかし,全般に固結度ほ低

く,熔給は認められない・また,発泡の良い軽石と多葺

の火山灰が無秩序に混りあった,陶汰の悪い魚層理の堆

積物であり,火砕流堆積物の特徴をそなえている・した

がって,ここでは熱部火砕流(Npfl)の呼称を用いる・

図2に, Np且の構成する火砕流台地上の露頭から得

られた柱状図を示す. Npflを覆って,下部火山灰層,

N,Us-C降下軽石層(以下N,Us-。と略す),上部火山

灰層(大成テフラ;北海道火山灰命名委員会, 1979)が

順次堆積している.このうちNp且と下部火山灰層それ

ぞれの上部には地表風化の痕跡が認められるが, N,

Us-。と上部火山灰層には現地表部を除いて疎著な風化

は認められない・

これらの火山砕屑物のうち　N, Us-cの降下年代と

して, >44,200 y. B. P. (春日井, 1980)が知られて

いる.湊・長谷期(1959)はNpfl中の炭化木片から

25,000y. B. P.の14C年代測定値を得て,この年代
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表2　黒松内低地帯における段丘と火山砕屑物の蹄年

xl-Iv' Terraces　^。clastic
materials

Ko-d2, Tm

A(f&m)

Mう(f&m)

M2(f&m)

125　　　Ml(f&m)

Upper ash

N, Us-c

Lower ash

NpfX

黒丸:サG年代測定値

白丸:スケールアウトした14C年代測定値の示
す年代の上限

f:河成段丘,　m:海成段丘

矢印:推定される堆積時期の上下限

KO-d2:駒ヶ岳起源の火山灰(A.D. 1640;弗海
道火山灰命名委員会, 1979)

Tm:苫小牧火山灰(A.D. 10-14世紀;町田ほ
か, 1981)

をNp負の堆積時期としている.しかしLoc.Aでの層

序関係からみて, Np瓜の堆積時期はN.Ua-nよりかな

り古いものと思われる・なお,筆者らが採坂したNp月

の試料からは,フィッシ三ン・トラック法によ.り,

0.13ア0.03 MaB. P.の年代値が得られている(KFT-

830725-0053,檀原　徹氏測定;地質調査所の未公表資

料による).

一方, "G年代測定値から推定された風成火山灰層堆

積時期は,約3万年B. P.以前であった. Loc.Aにお

いて　>44,200y.B.P.の14C年代値をもつN,Us-。と

上部火山灰層が顕著な堆積間隙を見せずに累重している

ことは"C年代測定の結果と矛盾しない.両者は約3

万年B.P.よりかなり早い時期に連続して堆積したもの

と考えられる.

Ⅳ.結　　　び

以上の年代値および層序関係と,奥村(1983)の区分

した段丘との関係を整理すると,表2のようにまとあら

れる.

ここで従来行なわれていた時代対比に若干言及してお
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きたい.

1) Np負の堆積時期は,湊・長谷川(1959)の与えた

約25,000y. B. P.よりかなり早い.

2)長万部付近に分布する海成段丘からほ　2.5万年

B. P.頃を示す14C年代測定値が報告されている(瀬

〟, 1972;大森, 1973).大森・星埜(1973)は,これら

の年代測定値をもとに,長万部付近の海成段丘が3万

年B. P.頃に形成されたものと考えた.

これに対し,筆者らの調査の結果では,大森・星埜

(1973)が3万年B. P.頃に対比した海成段丘を上部火山

灰層とN. Us-nが被覆することが確認されている.従

って,先に述べた火山砕屑物の堆積時期からみて,長万

部付近の海成段丘形成期は,少なくとも約3万年B. P.

以前と考えられる・また,春日井(1980)によるN,

Us-eの14C年代測定値によれば,海成段丘形成期は,

約4・5万年より古い可能性が高いといえる.

瀬川(1972),大森(1973)による年代測定値の意義に

ついて,筆者らはその試料が採坂された露頭を確認して

おらず,ここでは議論をさしひかえたい.長万部付近の

後期更新世海成段丘が,最終氷期の亜間氷期ないしは亜

間氷期的高海水準期に形成されたのではないかと,筆者

らは推定している・しかし,それが大森・星埜(1973)の

報告する3万年B.P.前後であるか否かについては,育

検討を行う必要があるのではないだろうか.
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